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この冊子は、町のお金(予算)をど

のようなことに使おうとしている

のか、令和３年度に行うおもな事

業などをグラフやイラストを交え

て紹介したものです。

町の予算や事業について、関心を

もっていただくきっかけになれば

幸いです。
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予算って、なんのこと？

予算は、町のお財布にどのくらいのお金が入ってくるか（収入）、

どのくらいのお金が出ていくか（支出）を見積り、お金の使い道を

計画した「まちの家計簿」です。

町が行うさまざまな仕事（事業）は、すべて予算を通して行われま

す。毎年４月１日から翌年３月３１日までの収入と支出を比べ、町

の財政状況を明らかにすることができます。

予算は、どのように決まるの？

予算編成方針では、実施計画（この

先10年間に取り組む事業とその経費を

まとめたもの）や、財政計画（将来の

財政状況の見通しをまとめたもの）を

もとに、翌年度の予算の基本的な考

え方や重点的に取り組むものなどを

示します。

次に、町民の皆さんからいただく税

金で、どのような行政サービスを実

施するかを話し合い、予算案が完成

します。

完成した予算案は、町長が議会に提

案します。

町議会で決定（議決）されると、予

算が成立します。

●当初予算
当初予算は、新しい年度が始まる前までに町議会で議決され成

立します。これを「当初予算」といい、一般的には『予算』と

いえば当初予算のことを指します。

●補正予算
補正予算は、当初予算編成後に生じた事由に基づいて、当初予

算に追加または変更をする予算のことをいいます。

11月 ① 予算編成方針

12月 ② 予算要求

1月 ③ 各課ヒアリング

④ 町長・副町長査定

2月 ⑤ 予算案の決定

3月 ⑥ 議会提案

⑦ 議会審議

⑧ 予算成立

4月 行政サービスの実施

当年度

翌年度
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予算は、次の７つの要素から成り立ちます。

それぞれの特徴の一部を紹介します。
予算をつくる７つの要素

１．歳入歳出予算

１年間に実施する事業とその事業に必要な

お金（歳出予算）、町にどのくらいのお金

が入ってくるか（歳入予算）を見積ったも

のです。歳入予算は、計画された金額を超

えて収入することはできますが、歳出予算

はあらかじめ上限を決めて、その上限を超

えないようにお金を管理します。

２．継続費

大きな工事など、その事業が終わるまでに

２年度以上にわたって継続して代金を支払

う必要がある場合に、必要なお金の総額と

各年度の支出限度額を決めることで、事業

が何年間にわたるかを明らかにします。

３．繰越明許費

ある特定の事業が翌年度にずれ込むため、

年度内に支払いが終わらないことがあらか

じめ予想される場合に、翌年度に繰り越し

て使用することができるお金の限度額を決

めておきます。

４．債務負担行為

翌年度以降の支出を伴う契約などを行う場

合に、あらかじめ予算で、期間を限定して

その限度額を予算に決めておきます。

５．地方債

特定の事業の支払いに充てるため、町が長

期的に借りるお金のことです。

家計におきかえると、住宅ローンなどに相

当します。地方債は歳入不足を補うもの

で、地方債で得られる収入は、必ず歳入予

算に計上します。

６．一時借入金

年度内のある時期に一時的に発生する資金

不足を補う借入金です。一時借入金は、一

時的な資金不足が生じなければ借入する必

要はありませんが、借入した場合はその年

度内の収入で、年度内に返済しなければな

りません。予算では、その借入最高額を決

めておきます。

７．歳出予算の各項の経費の

金額の流用

歳出予算は、「款・項・目・節」の４つに

区分されています。このうち、款と項は議

会の議決で金額が決まっているため、相互

の流用はできません（議決内容を勝手に変

更することはできません）。

この冊子では、「歳入歳出

予算」を中心に紹介するよ。
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予算を知ろう

令和３年度の予算はどのくらい？

総額172億5,195万円のうち、身近な行政サービスを行う「一般会計」が全

体の半分以上を占めています。

次いで、国民健康保険や介護保険など特定の事業を行う「特別会計」が多

くなっています。

一般会計
99億2,500万円

（57.5％）

国民健康保険

特別会計
24億8,187万円

（14.4％）

奨学資金貸付事業

特別会計
1,791万円（0.1％）

公共下水道事業

特別会計
10億5,057万円（6.1％）

農業集落排水事業

特別会計
1億4,283万円（0.8％）

介護保険特別会計

23億5,457万円

（13.6％）

後期高齢者医療特別会計
2億2,217万円（1.3％）

病院事業会計
10億5,703万円（6.1％）

特別会計
62億6,992万円（36.3％）

国民健康保険や介護保険など特定の収

入をもとに、その事業を行う会計

公営企業会計
10億5,703万円（6.1％）

民間企業のように、その事業から得

た収益で経営する会計

町税などの収入をもと

に、福祉・教育・道路

整備など生活につなが

りのある行政サービス

を行う会計

いろんな会計があるんだね。

この冊子では、一般会計の

予算を中心に紹介するよ。
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一般会計の歳入予算

どんな収入があるの？

町 税
24億6,015万円

（24.8％）

地方譲与税等
6億4,122万円

（6.4％）

繰入金

2億1,677万円

（2.2％）

町 債
6億3,215万円

（6.4％） 自主財源
29億1,377万円（29.4％）

使用料・手数料
8,290万円

（0.8％）

その他
1億5,395万円

（1.6％）

地方交付税
32億3,739万円 （32.6％）

国・県支出金
25億47万円

（25.2％）

依存財源
70億1,123万円（70.6％）

町に入ってくるお金の割合は、地方交付税、町税、国庫支出金、県支出金

の順になっています。このうち、町税など町が自主的に調達できるお金

（自主財源）と、国や県が決定するお金（依存財源）に分けることができ

ます。

自主財源の割合が多いほど、国や県にたよらずに町のお金で財政運営をし

ているといえますが、国や県のお金も上手に活用しながら、町のお金を確

保していく取り組みが大切です。

歳入総額
99億2,500万円

町税、固定資産税、

たばこ税、軽自動車

税など

町の基金を

崩して使うお金

施設の使用料など

寄附金などの

諸収入

特定事業に対し

国や県が負担す

るお金

自治体の財政状況

に応じて、国から

配分されるお金

地方消費税など国や

県が集めた税金から

配分されるお金

国や銀行から

借りるお金



5

予
算
の
し
く
み

一般会計の歳出予算

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

町のお金は、何に使われているの？

歳出総額
99億2,500万円

民生費
36億8,073万円

（37.1％）

総務費
12億5,310万円

（12.6％）

土木費
12億4,064万円

（12.5％）

教育費
10億9,978万円

（11.1％）

公債費
10億8,957万円

（11.0％）

衛生費
7億1,418万円

（7.2％）

子育て支援、高齢者・

障がい者の福祉、医療

費助成に使うお金

農林水産費
2億1,756万円

（2.2％）

その他
2億1,121万円

（2.1％）

町のお金は、子育て支援や高齢者福祉などに使われる「民生費」、町を運

営するために使われる「総務費」、道路整備や公園管理などに使われる

「土木費」、学校教育や社会教育などに使われる「教育費」など、日常生

活に関係の深い分野に多くの予算が使われます。

消防費
4億1,824万円

（4.2％）

徴税、広報、選挙、

交通安全など町の

運営に使うお金

道路の整備、除雪、

公園の管理などに

使うお金

学校教育や小中学

校の管理、スポー

ツ・文化等の社会

教育に使うお金

町が借りている

お金を返すため

に使うお金

予防接種・健診、ごみ処

理など健康づくりと生活

環境に使うお金

消防団員報酬、消防施設

の管理、災害対策など

農林水産業の振興、

農村公園や施設管理

など

議員報酬などの議会

運営、観光振興など
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町民１人当たりの予算はどのくらい？

町 税

97,285円

町民１人当たりの予算は、３９万２，４７９円 です。

令和３年度一般会計予算を、令和３年１月１日現在の人口 25,288人で割り、

町民１人当たりに換算しました。

歳 入

歳 出

繰入金 8,572円

使用料・手数料 3,278円

その他 6,088円

地方交付税

128,021円

国・県支出金

98,880円

地方譲与税

25,357円

町債

24,998円

民生費

（福祉・医療等）

145,552円

総務費

（町の管理運営等）

49,553円

土木費

（道路整備・除雪等）

49,061円

教育費

（教育・文化等）

43,490円

公債費

（借金の返済）

43,087円

衛生費

（健康・環境等）

28,242円

消防費 16,539円

農林水産費 8,603円

その他 8,352円

身近な金額にしてみると

イメージしやすいかな？



7

予
算
の
し
く
み

予算を家計簿に例えてみよう

予
算
を
知
ろ
う

お
も
な
事
業

おいらせ町の一般会計予算を家計簿に例えてみると？

町の予算を、６人家族の家庭に例えてみましょう。
※一般会計予算を1654分の1に縮小した場合（１か月の支出が約

50万円、年収600万円とします）

支出では、医療費や光熱水費など毎月必要な支出（固定

費）のほかに、家のリフォームや家電の修理など臨時支出

があります。

収入では、毎月のお給料のほかに、貯金を取り崩したり

ローンを組んだりしてお金を工面しています。

MEMO

前月末残高 前月末残高

積み立て 借り入れ

＋ ＋

取り崩し 返済

－ －

貯金残高 借入残高

＝ ＝

おいらせさん家の家計簿

田んぼの貸付料
（使用料,財産収入,寄附等）

10,926円
光熱水費、日用品費
（物件費）

78,420円

収　入 支　出

お父さん、お母さんの給料
（町税,地方交付税等）

319,365円
医療費・子どもの学費
（扶助費）

123,525円

おじいさん、おばあさんの
年金
（国・県支出金）

125,981円
子どもの仕送り
（繰出金）

79,878円

前月からの繰越金
（繰越金）

1,008円
食費
（人件費）

66,141円

貯金の取り崩し
（繰入金）

10,921円
固定資産税の支払い、田ん
ぼの水利代等
（補助費等）

54,995円

銀行の借入金
（町債）

31,849円
ローンの返済
（公債費）

54,893円

収入の合計 500,050円
家のリフォーム代
（普通建設事業費） 21,291円

家電製品や車の修理
（維持補修費） 13,660円

貯金 借金

積立金
（貯金の積み立て） 5,724円

2,736,434円 5,666,613円

2,731,237円 5,643,569円

その他
（親戚の援助など） 1,523円

5,724円 31,849円

支出の合計 500,050円
10,921円 54,893円

※1）家計簿の項目は例えを示したもので、予算項

目の内容と異なります。

※2）貯金および借金の残高は、令和３年度末時点
の残高見込みをもとに算出しています。

固定費の支出が

大きすぎると、

新しいことが

なかなかできなく

なるんだね。
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財源の割合（横棒グラフ）

事業内容 イメージ図
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令和３年度のおもな事業

使用料や基金を充てるお金

町が負担するお金

その他のお金

町 の お 金

県 の お 金

借 り る お 金

・・・・・

事業の名前 ○○○○○事業

事業に必要なお金 ○○○ 万円 担当する課 △△△課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 国が負担するお金

青森県が負担するお金

町が国や銀行から借りるお金

４．教育や文化に関する事業

№ 4-1 小中学校ＩＣＴ教育支援事業

№ 4-2 学校給食費の無料化事業

№ 4-3 小中学校の空調設備設置調査事業

№ 4-4 木ノ下中学校の講堂改築事業

№ 2-1 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種事業

№ 2-2 子どもの医療費補助事業

№ 2-3 民間保育園への運営費給付事業

№ 2-4 障がい者および障がい児福祉事業

２．健康や福祉に関する事業

№ 3-1 農業振興事業

№ 3-2 観光物産団体の支援・ｲﾍﾞﾝﾄの運営事業

３．産業振興や観光に関する事業

№ 1-1 町民バス運行事業

№ 1-2 浄化槽設置費の補助事業

№ 1-3 ごみ処理事業

№ 1-4 道路の維持補修事業

№ 1-5 道路橋りょう新設改良事業

№ 1-6 除雪対策事業

№ 1-7 公園の維持管理事業

№ 1-8 消防体制の確保事業

１．生活環境に関する事業

№ 5-1 広報おいらせ発行事業

№ 5-2 町内会などのコミュニティ活動事業

№ 5-3 庁舎のパソコンやシステム整備事業

№ 5-4 町債（町の借金）の償還

５．その他の事業

令和３年度に取り組む事業のなかから、

くらしに身近な事業を分野別に紹介します。

財源の内訳の割合を

横棒グラフで示しています。

事業をイメージできる写真や

イラストを掲載しています。

事業のおもな内容を

掲載しています。



№ 1 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 10%

町 90%

№ 1 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%
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財源の内訳

政策推進課

町 の お 金 ４,０２８ 万円

地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

２,８５４

浄化槽設置費の補助事業

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金

浄化槽設置費用の一部を補助

事業の名前

担当する課万円

３５０

万円

特
定
財
源

国 の お 金

県 の お 金

借 り る お 金

その他のお金

０

０

０

町 の お 金 ２,８５４

万円

万円

万円

０

万円

まちの身近な交通手段

町民バス運行事業

事業に必要なお金 ４,３７８ 万円 担当する課

事業の名前

その他のお金 万円

財源の内訳

予
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町の身近な交通手段として、４路線の町民

バスが町内を循環しています。

運行を委託しているバス事業者に、運行経

費の一部を補助することで、町の公共交通

を支えています。

下水道区域外等に新たに合併浄化槽を設置

する場合や単独浄化槽から合併浄化槽に改

修する場合などの設置費用の一部を補助し

ます。

令和元年度から既存合併浄化槽の浸透ます

更新費用の一部を補助しています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

№ 1 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

10

予
算
の
し
く
み

家庭ごみの収集運搬費用を負担

事業の名前 ごみ処理事業

事業に必要なお金 １億８,６５９ 万円 担当する課 町民課

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億８,６５９ 万円

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

安全に通行できるように維持管理

事業の名前 道路の維持補修事業

事業に必要なお金 １億１,０２４ 万円 担当する課 地域整備課

町 の お 金 １億１,０２４ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金

財源の内訳

家庭から出されるごみの収集運搬と処分

は、十和田市・六戸町・おいらせ町・五戸

町・新郷村の共同で行っています。

ごみの搬出量に応じた負担金を、十和田地

域広域事務組合に払っています。

おもに日常的な町道の舗装や側溝などの修

繕工事を行っています。

また、町内会等とのパートナーシップ事業

により、道路施設の除草や側溝清掃などの

道路管理を行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 5

財源の割合（棒グラフ）

国 69%

県 0%

借 20%

他 0%

町 10%

№ 1 － 6

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

11

予
算
の
し
く
み

町道住吉町線の整備

事業の名前 道路橋りょう新設改良事業

事業に必要なお金 １億２,４４３ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ８,５９７ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ２,６３０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １,２１６ 万円

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

冬期間の除雪・排雪

事業の名前 除雪対策事業

事業に必要なお金 １億１,４３７ 万円 担当する課 地域整備課

町 の お 金 １億１,４３７ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金

財源の内訳

北部地区の都市基盤施設の充実を図るた

め、国の緊急搬送道路補助事業を活用し、

新たに住吉地区から三沢市立三沢病院の区

間の道路整備を行います。

（令和７年度完成予定）

冬期間における町道等約３１１キロメート

ルの道路交通を確保するため、除雪作業や

融雪剤散布を行っています。

また、町内会等とのパートナーシップ事業

により、歩道除雪作業を行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 1 － 7

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 27%

借 0%

他 1%

町 72%

№ 1 － 8

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

12

予
算
の
し
く
み

まちの公園・緑地の管理と整備

事業の名前 公園の維持管理事業

事業に必要なお金 ６,２０６ 万円 担当する課 地域整備課

特
定
財
源

国 の お 金 ０

３億８,４８４ 万円 担当する課 まちづくり防災課

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 １,６６４ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ４３ 万円

町 の お 金 ４,４９９ 万円

町 の お 金 ３億８,４６５ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 １９ 万円

財源の内訳

お
も
な
事
業

くらしを守る消防・防災体制の充実

事業の名前 消防体制の確保事業

事業に必要なお金

下田公園やいちょう公園、サーモンパーク

などの遊具等の点検および修繕、園内の草

刈りや植栽管理を行っています。

また、町内会等とのパートナーシップ事業

により、児童公園の草刈り等を行っていま

す。

町の消防・救急活動は、八戸市、三戸郡６

町村と共同で行っています。八戸地域広域

市町村圏事務組合の活動に必要な負担金を

支出しています。

また、町内の消防団に配備品の支給や出動

に要する経費を支出しています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 2 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 100%

県 0%

借 0%

他 0%

町 0%

№ 2 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 56%

借 0%

他 0%

町 43%

13

予
算
の
し
く
み

新型コロナウイルス感染症対策

事業の名前 新型コロナウイルスワクチン接種事業

事業に必要なお金 ２,０００ 万円 担当する課 保健こども課

お
も
な
事
業

子育て世帯の経済的負担を軽減

事業の名前 子どもの医療費補助事業

事業に必要なお金 ９,０８５ 万円 担当する課 保健こども課

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

０

０

０

０

特
定
財
源

国 の お 金 ２,０００

財源の内訳

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 万円

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 ２４ 万円

万円

０

５,１１８

０

３,９４３町 の お 金 万円

新型コロナウイルスワクチン接種に関する

問い合わせや受付対応などの業務を民間事

業者に委託します。

町では、健康保持と福祉の推進を図るた

め、０歳から中学３年生までの保険適用分

の医療費を無償化する取り組みを行ってい

ます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

新規

町独自事業



№ 2 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 49%

県 23%

借 0%

他 0%

町 28%

№ 2 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 47%

県 26%

借 0%

他 1%

町 27%

14

予
算
の
し
く
み

安心して子育てできる環境支援

事業の名前 民間保育園への運営費給付事業

事業に必要なお金 １３億４７８ 万円 担当する課 保健こども課

財源の内訳

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ３億２５９ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ３９４ 万円

町 の お 金 ３億５,９７６

万円

借 り る お 金 ０ 万円

事業に必要なお金 ６億１,９４５ 万円 担当する課 介護福祉課

万円

お
も
な
事
業

障がい者の自立支援の充実

事業の名前 障がい者および障がい児の福祉事業

特
定
財
源

国 の お 金 ６億３,８５０ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ２億９,０９３ 万円

県 の お 金 １億５,８６５ 万円

町 の お 金 １億６,６０４ 万円

その他のお金 ３８３

児童の健全育成を目的として、保育園や認

定こども園に対し、教育や保育に要する費

用を給付しています。

国・県・町で負担し、実施している事業で

す。

補装具の支給や居宅介護・施設入所支援な

ど、障がいの状況に応じて、生活または療

養する上で必要な障害福祉サービスの提供

を行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 3 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 92%

借 0%

他 0%

町 8%

№ 3 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

15

県 の お 金 ２,６２９ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 ２１４

借 り る お 金 ０ 万円

観光物産団体の支援・イベントの運営事業

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

事業に必要なお金 １,６３２ 万円

町 の お 金 １,６３２ 万円

予
算
の
し
く
み

地域を支える農業を応援

事業の名前 農業振興事業

事業に必要なお金 ２,８４３ 万円 担当する課 農林水産課

財源の内訳

担当する課 商工観光課

万円

お
も
な
事
業

観光物産事業を支援し、まちの魅力を発信

事業の名前

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

農業の振興を図るため、県の補助金を活用

して農家の支援を行っています。

新たに農業経営を開始する方や、農作物の

生産に必要な機械を購入する費用等への補

助を行っています。

町の観光イベントを実施するため、町観光

物産協会に補助金を支出しています。

百石まつり・下田まつり、日本一の鮭まつ

りや、白鳥の愛護活動などの事業を開催し

ています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 4 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 8%

県 0%

借 0%

他 0%

町 92%

№ 4 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 0%

町 100%

16

予
算
の
し
く
み

ＩＣＴ教育環境を支援

事業の名前 小中学校ＩＣＴ教育支援事業

事業に必要なお金 １,９５２ 万円 担当する課 学務課

財源の内訳

借 り る お 金

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 万円

借 り る お 金 万円

その他のお金 万円

町 の お 金 万円

０

０

０

１,７９４

１５８
特
定
財
源

国 の お 金

０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

安全でおいしい学校給食を無償提供

事業の名前 学校給食費の無料化事業

事業に必要なお金 １億１,４４７ 万円 担当する課 学務課

町 の お 金 １億１,４４７ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

町内小中学校８校のＩＣＴ教育（インター

ネットなどの情報通信技術を活用した教

育）の支援業務として、機器のリースと、

操作説明や簡単なメンテナンスの業務を民

間事業者に委託します。

保護者の経済的負担の軽減や、子育て支援

の一環として、町内に住む小中学生の学校

給食費を町が全額負担し、給食費を無料化

する取り組みを行っています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

町独自事業



№ 4 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 75%

他 0%

町 25%

№ 4 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 50%

他 0%

町 50%

17

予
算
の
し
く
み

小中学校の教育環境を整備

事業の名前 小中学校の空調設備設置調査事業

事業に必要なお金 ２,４７６ 万円 担当する課 学務課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 １,８５０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 ６２６ 万円

借 り る お 金 ３,２２０ 万円

その他のお金 ０ 万円

お
も
な
事
業

改築に向けた設計業務を開始

事業の名前 木ノ下中学校の講堂改築事業

事業に必要なお金 ６,３８７ 万円 担当する課 学務課

町 の お 金 ３,１６７ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

夏の熱中症対策として、町内各小中学校の

普通教室に、エアコンを設置するための設

計業務を民間事業者に委託します。

木ノ下中学校講堂（体育館）の改築を行う

ため、工事の実施設計、地質調査、測量調

査設計などの業務を民間事業者に委託しま

す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

新規

新規



№ 5 － 1

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 1%

町 99%

№ 5 － 2

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 3%

借 8%

他 9%

町 81%

18

予
算
の
し
く
み

親しみあるまちの情報誌

事業の名前 広報おいらせ発行事業

事業に必要なお金 ８６５ 万円 担当する課 総務課

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ２ 万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ７ 万円

町 の お 金 ８５６ 万円

お
も
な
事
業

地域活動・コミュニティ活動を支援

事業の名前 町内会などのコミュニティ活動支援

事業に必要なお金 ５,５８０ 万円 担当する課 まちづくり防災課

万円

県 の お 金 １４６ 万円

借 り る お 金 ４４０ 万円

その他のお金 ５０１ 万円

町 の お 金 ４,４９３ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０

まちのわだい、イベントや行政情報を掲載

した「広報おいらせ」を毎月発行していま

す。町では、広報モニターの皆さんと意見

交換をしながら、内容の充実を図っていま

す。

町内会活動の支援のため、地区の世帯数に

応じた町内会運営費を交付しています。

また、町内会活動の活性化と負担軽減を図

るため、町内会が管理している集会施設の

光熱水費に助成金を交付しています。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国

県

借

他

町



№ 5 － 3

財源の割合（棒グラフ）

国 1%

県 0%

借 0%

他 0%

町 99%

№ 5 － 4

財源の割合（棒グラフ）

国 0%

県 0%

借 0%

他 5%

町 95%

19

予
算
の
し
く
み

重要な情報を管理

事業の名前 庁舎のパソコンやシステム整備事業

事業に必要なお金 １億９４２ 万円 担当する課 政策推進課

財源の内訳

万円

予
算
を
知
ろ
う

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ０ 万円

町 の お 金 １億８３６ 万円

特
定
財
源

国 の お 金 １０６

お
も
な
事
業

健全な財政運営の推進

事業の名前 町債（町の借金）の償還

事業に必要なお金 １０億８,９５３ 万円 担当する課 財政管財課

町 の お 金 １０億３,９８１ 万円

財源の内訳

特
定
財
源

国 の お 金 ０ 万円

県 の お 金 ０ 万円

借 り る お 金 ０ 万円

その他のお金 ４,９７２ 万円

戸籍・税金・保険・年金など、行政サービ

スを行うために必要な機器（パソコンやシス

テムなど）のリースと、重要な情報を管理

するために機器の保守管理を委託していま

す。

道路や施設の建設事業など多くの費用を必

要とする事業を行うとき、町では金融機関

などから資金を借り入れし、世代間の負担

が公平になるようにしています。
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